
低速多価イオン - 分子衝突における電子移行反応
- 衝突エネルギー 1 keV/u 以下での C4+, N5+, O6+ + H2, N2 衝突 -
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　低エネルギー領域での多価イオンと原子・分子の衝突ダイナミクスは原子物

理学分野だけでなく, 宇宙物理学や核融合プラズマ等の様々な分野から要求され

ている. 近年, 1 keV/u 以下の低速度領域で電荷移行反応後の状態選択的断面積

と全断面積の絶対値が測定された [1][2]. それらの断面積データより, C4+, N5+,

O6+ + H2 衝突の一電子移行反応では, N5+ + H2 衝突系だけが, 状態選択的一

電子捕獲反応断面積の値が全反応断面積のそれと異なることがわかった. この

原因を解明する為, 我々は1 keV/u以下の低エネルギー領域において, C4+, N5+,

O6+ + H2 衝突の電荷移行反応について, エネルギー利得スペクトルを測定し,

Classical Over Barrier ( COB ) モデルを用いて解析を行った [3]. C4+, N5+, O6+

+ H2 に関する実験結果と COB モデルにより見積もった計算結果を 図 1 に示

す. これより, N5++ H2 衝突では自動イオン化を伴う二電子励起状態への二電

子捕獲反応が支配的であることが明らかになった. 発表では, 衝突エネルギー

50 eV/u, 500 eV/u, 1 keV/u そして標的分子N2, H2 の全衝突系に関して, それ

ぞれのエネルギー利得スペクトルと COB の計算結果を比較する.
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図 1: 衝突エネルギー 50 eV/u での一電子移行エネルギー利得スペクトルと COB モデルによ
り見積もったエネルギー利得スペクトル.
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